
（別紙様式４－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 

 

熊本県立菊池高等学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

 

１ 学校教育目標 
【教育方針】「道徳性の陶冶、真理の探究、心身の錬磨」  【校訓】「汗と夢」 
【育てたい生徒像】 
① 豊かな人間性と正しい人生観・世界観を備えた生徒 
② 勉学への意欲と困難に屈せず人生を生き抜く力を身に付けた生徒 
③ 強健な身体と強固な意志を持った生徒 

 
２ 本年度の重点目標 
① 確かな学力の育成と個に応じた指導の充実 
② キャリア教育の推進と個性を生かす進路指導の充実 
③ 道徳教育の充実と命を大切にする心の育成 
④ 国際・社会の形成者としての資質の育成と国際社会に生きる日本人の自覚の醸成 
⑤ 体力の向上、豊かなスポーツライフの継続、心身の健康の保持増進及び安全教育の充実 
⑥ 安全で安心できる学びの場となる環境づくりの推進 
⑦ 地域に開かれた信頼される学校づくり 

 
３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 
 

特色あ
る学校
づくり 
 

地域を柱に
社会に貢献
できる人材
の育成 
 
 

○探究学習
の充実 

○企画部を中心
として、探究学
習の計画立案、
円滑な実施を図
る。 
○従来の菊池市
との連携に加
え、地域の起業
家や大学との連
携も強化する。 
○企画部を中心
に、ＤＸハイス
クールの取り組
みを探究活動に
取り入れる。 
○ＡＲ、ＶＲな
どを活用した地
域活性化やデー
タサイエンス､
ＡＩに関する高
大連携を進め
る。 

Ａ ○２年生を中心に、
菊池市、未来創造
塾、熊本大学共創学
部との連携した取組
が推進できた。 
○菊池の松囃子を撮
影し、能場を 3D ス
キャンするなど、デ
ジタルアーカイブ化
に着手することがで
きた。 
○温泉街リブランデ
ィングや竜門地域活
性化のワークショッ
プなど菊池市の取組
にも生徒が参加して
いる。 
○ＶＲゴーグルによ
るＶＲの体験を夏休
みの小学生への学習
支援の際に実施し、
好評であった。 
○東大、熊大、崇城
大との連携を進める
ことができた。 

○個に応じ
た指導の充
実 

○授業で ICT
を活用し、個別
学習を取り入れ
る｡ 
○二者面談、三
者面談を実施す
る。 
○菊池市公営
「前進塾」と連
携し、個別学習
のサポートを図
る。 

Ｂ ○前進塾では、通常
の学習支援に加え、
壺溪塾によるセミナ
ーや英検二次対策を
実施することができ
た。 
 
○来年度は、生徒に
よる授業アンケート
を実施して、職員の
スキルアップを図り
たい。 



地域の小中
学校との連
携 
 
 
 

○小学校に
対する啓発 
 
○中学校に
対する啓発 
 
 
○教育活動
の情報発信 

○夏休みに小学
生に対する学習
支援を実施す
る｡ 
○中学生向けに
オープンスクー
ルを実施する。 
 
○ＨＰによる発
信を内容・量と
もに充実させ
る｡ 

Ａ ○５つの小学校から
２２名の児童が参加
した。 
○HP は担当部署以外
からの協力が必要。
今後は SNS に関して
も検討している。 
○１２校の高校説明
会に参加し、菊池高
校の説明を行った。
DX についても、実演
を交えた説明を実施
できた。 

安 全 管
理 の 整
備 

安 全 管 理 に
関 す る 意 識
向上 
 
 
 

○校内安全
点検の実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自然災害
時に対応し
たマニュア
ルと体制を
整備 
 
 
 
○危機管理
マニュアル
の活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○学校感染
症防止対策
の徹底 
 
 
 
○不審者対

○心身サポート
部を中心に安全
点検計画を実施
する。 
○産業医の助言
を基に安全な環
境作り実践す
る｡ 
 
 
 
 
 
○エアコン使用
時の基準や換気
の励行など環境
整備を行う。 
 
 
 
 
○防災主任を中
心にマニュアル
を整備し生徒、
職員に周知、啓
発を行う。 
○基本方針やリ
スクを明らかに
し、リスク発生
時の対応や、責
任者・役割を明
確にする。また
年度ごとに見直
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○生徒・職員の
健康状態の把握
と感染症の集団
発生時の迅速な
対応を行う。 
 
○防犯カメラの

Ａ ○職員による安全点
検は夏季冬季休業前
の２回を実施した。 
 
○産業医による職場
巡視も実施し、昨年
よりも改善されてい
る点（廊下等）も評
価していただいた。
高所の棚にある荷物
や書籍等の転落防止
策を継続して指摘さ
れ、対応が必要。 
○エアコン使用の基
準については使用開
始時に WBGT につい
て説明した。生徒の
体調不良の訴えが挙
がった場合は養護教
諭が教室の検査に回
り対応を行った。 
○周到な計画の基に
シェイクアウト訓練
の実施ができ、災害
への認識・対応力が
身についたと備わっ
たと思う。 
○消防署との密な連
携によって、より実
際に即した火災時の
避難訓練をより実際
に則した実施するこ
とができた。モバイ
ルバッテリーの発火
への注意も併せて行
えた。いずれも事後
アンケートを実施し
たので課題を次年度
につなげたい。 
○本年度から落雷防
止に関する研修も職
員・生徒へ実施がで
き、防災・安全に対
する意識が高まった｡ 
○毎日の健康観察の
実施により、感染症
流行状況把握や学級
閉鎖（今年度２学
級）の迅速な判断に
繋がった。 
○正門方向及び正面



策 設置 玄関方向に向けて防
犯カメラを２ヶ所設
置した事で防犯を強
化することができた｡ 
○危機管理マニュア
ルの案を作成したが
完成に至っていな
い。不審者に対する
備えが不足している｡ 

開かれ
た学校
づくり 
 

公開授業の
推進 
 

○公開授業
を年に２回
以上設定 

○保護者・地域
への公開授業の
周知を行う。 

Ｂ ○保護者へはすぐー
る､各中学校の PTA
会長へは郵送で案内
を送付したが、観覧
者がさらに増えるよ
う工夫していきた
い。 

広報活動の
推進 
 

○学校 HP
や広報誌
「きくち」
への掲載充
実 
 
 
○学校パン
フレットや
リーフレッ
トの拡充 

○学校 HP の迅
速な掲載 
○菊池市と連携
を図り、市の広
報誌へ記事を掲
載する。 
○学校説明会な
どの情報発信の
リーフレット作
成や説明会で使
用するパンフレ
ットを充実させ
る。 

Ａ ○HP はタイムリーに
上げることができ
た。（R6：50 記事
⇒R7：76 記事） 
○広報菊池にもタイ
ムリーな記事を掲載
することができた。 
○リーフレットは在
校生および卒業生の
記事を大幅に充実さ
せ、生徒目線の内容
に改訂できた。 

育 友 会 と の
連携 
 

○育友会総
会・各種委
員会の充実 

○各行事等にお
いて育友会役員
との積極的な連
携を図りながら
取り組む。 

Ｂ ○総務厚生、広報、
育友会林活動など学
校行事が錯綜するな
かでも適宜対応する
ことができた。課題
としては学校行事の
精選、一部の保護者
への過重負担、各種
委員会の時間帯など
が挙げられる。 

業務改
善と働
き方改
革 

勤 務 環 境 等
の整備 
 

○校務分掌
の見直しと
職員間の連
携強化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○部活動休
養日の徹底 
 
 
 
 
 
○定時退勤

○面談等による
意見交換を通し
て適宜改善を図
る。 
○業務を集約、
整理して業務を
適正かつ効率化
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○月ごとの活動
計画を提出し、
遵守する｡ 
 
 
 
 
○定時退勤日に

Ｂ ○職員から話を聴き､
今後も適宜対応して
いく。 
○県教育委員会の業
務改善・働き方改革
推進モデル校２年目
として、委託業者か
らの助言や研修等に
より、昨年度よりも
職員の時間外勤務時
間の縮減につながっ
た。ただ、一部の職
員への業務集中の傾
向は改善されておら
ず、負担感軽減も含
め、更なる工夫や対
応が必要である。 
○毎週水曜日の定時
退勤日に合わせて、
原則部活動禁止を導
入した。各部ごとに
活動計画を作成し、
計画的な活動を行え
た。 
○毎月第２、第４水



日の実施 
 
 
 
○年休等の
取りやすい
雰囲気づく
り 
 
 
 
 
 
 
○時差出勤
の導入 
 
 
 
 
 
○校務の
DX 化 

おける呼びかけ
と周知を行う。 
 
 
○年休 15 日以
上取得者の増加
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
○時差出勤の導
入により、働き
方改革を推進す
る。 
 
 
 
○Chat の活
用､共有ドライ
ブ内のファイル
のシェア、デジ
タル採点システ
ム、生成ＡＩ等
の活用で、業務
の効率化に取り
組む。 

曜日を定時退勤日と
して職員に周知し、
一定の効果が見られ
た｡ 
○年休取得について
は､本採職員の平均取
得日数は 13.1 日(昨
年 15.4 日)、15 日
以上の取得者は
44.1％(昨年
42.9％)であった。
今後も年休を取得し
やすい職場環境を整
えていきたい。 
○通年で時差出勤を
申請した職員が２名､
夏季休業中に２名の
申請があり、関係職
員にとっては、働き
方改革につながった
と思われる。 
○不在時の連絡に、
GoogleChat を活用
することにより、伝
言メモや伝達の手間
や､連絡不通等の不具
合が改善された。そ
の他、ファイルのシ
ェア、デジタル採点
システム、生成ＡＩ
等の活用で、業務の
効率化につながっ
た。 

 
学力 
向上 
 

教科指
導力向
上 
 

授業方法の
改善 
 

○観点別評
価を生かし
た授業づく
り 
○授業研究 
 
 
○評価方法
の研究 
 
 
 
 
 
 
○ICT 機器
の活用 
(学習用端末
の活用) 

○研究授業や公
開授業を実施す
る。 
○評価方法につ
いて各教科で検
討したものを全
教科で共有し改
良していく。 
○学期成績や評
定のチェック体
制を整える。 
○生徒の１人１
台端末を活用
し、学習の個別
最適化を図ると
ともに、パフォ
ーマンス活動の
場面を増やし、
主体的・対話的
で深い学びの授
業を実践する。 
○
GoogleClassr
oom を積極的
に活用する｡ 

Ｂ ○公開授業週間を年
間２回設定したが、
設定だけで終わった
感がある。今後は各
教科の研究授業や初
任者研修と組み合わ
せる等の工夫をして
いく。 
○評価方法について､
各教科でルーブリッ
クの作成を検討して
いく。 
○生徒に授業アンケ
ートを実施する。 
○各教室に設置され
た電子黒板の故障が
目立ってきたため、
次善の策として
GoogleClassroom
で代用することがで
きた。 

基礎学力の
定着 
 

○家庭学習
時間の確保
と充実 

○家庭学習時間
の調査を年２回
行い、学習指導
に活用する。 
○家庭学習（週
末課題）を課

Ｂ ○家庭学時間調査の
結果を学校全体で共
有することができ
ず、各学年だけでの
調査に終わった。来
年度は学校全体とし



し、習慣づけ
る。 

て分析を行いたい。 
○家庭学習の習慣づ
けについても、学科
コースの特性を考慮
し、今後検討を進め
ていく。 

読書習
慣の確
立 
 

読書活動の
推進 
 

○朝読書の
完全実施 
 
○計画的な
図書館利活
用 

○定期考査期間
以外は朝読書を
実施する｡ 
 
 
 
 
○探究学習や特
別活動などで図
書館の利用を促
進する。 

Ｂ ○朝読書は計画通り
実施できた。クラス
毎に朝読書を図書館
で行う、放送で開始
を促すなど、円滑に
進める仕掛けを検討
したい。 
○環境を整えたこと
で探究活動での利用
も増加した。 
○委員会作成の広報
紙配布、展示や掲示
の更新、ビブリオバ
トル実施等により、
利用を促進すること
ができた。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路保
障 
 

進路体制の
再構築 
 

○進路研究
の充実 
 
 
○未来探究
コースの育
成計画の立
案（国公立
大学希望者
２名合格） 
○学力向上
企画委員会
を軸とし
た、生徒一
人一人の学
習段階に応
じた指導体
制および国
公立大学入
試に向けた
指導体制の
構築 
 

○熊本県立大学
を中心に入試問
題の研究を教科
横断で行う。ま
た、地域探究コ
ースおよび商業
科の特色を生か
した進学指導を
行う。（推薦入
試対策） 
○模試の資料を
もとに進路検討
会を実施する。 
 

Ｂ ○入試問題研究は教
科ごとの実施となっ
た。教科横断での研
究を進めたい。 
○未来探究コースは
共通テストを全員受
験、県立大推薦合格
に加え、一般入試で
も国公立大合格が見
込みまれる。また、
商業科から事務職や
商・経学部への進学
地域探究コースから
菊池市役所３名合格
等、コースの特色を
生かした進路選択も
多かった。 
○３年１月の進路検
討会には多くの職員
が参加し、研修の場
ともなった。 

キャリ
ア教育
の推進 
 

進路に対す
る意欲の高
揚と職業観
の育成 
 

○進路ガイ
ダンスの実
施 
 
○進路指導
の充実と企
業就職希望
者全員合格 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○進路指導部と
外部業者が連携
した講話を実施
する。 
○企画部と連携
し、先進校の視
察や各種セミナ
ーなどに参加し
て、そのノウハ
ウを得て職員間
で共有するとと
もに、生徒の指
導に還元する｡ 
○上級学校説明
会や企業ガイダ
ンスなどをとお
して、自らの進
路に向き合う機
会を設け、主体

Ｂ ○１・２年次から外
部機関と連携した就
職・進学ガイダンス
に参加した。校内で
も地元の事業所と学
校をお招きし、３月
に実施予定である。 
○３年に向けて、Ｈ
Ｗや雇環協等外部機
関と連携した講話、
面接指導を実施でき
た。指導の枠組みは
整ったにも関わらず
就職選考で不合格に
なった生徒が多かっ
た。再度システムを
見直し、履歴書や面
接の準備、学習など
「今すべきこと」の



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○職場体験
をとおして
社会人に必
要なマナー
やスキル、
勤労観を養
う 

的な進路選択に
つなげる。 
○キャリアサポ
ーターによる就
職面接を３学年
は１学期、２学
年は３学期に実
施する。 
 
 
 
 
○インターンシ
ップに向けた事
前･事後指導を
複数回実施し、
社会人としての
マナーや勤労観
を身に付けさせ
る｡ 

確認、徹底という基
本に立ち返りたい。 
○２年次の進路調べ
キャリアサポーター
面談、１年次の職業
調べなど学年を中心
とした進路選択への
意識付けが上手く機
能している。３年間
の流れを構築、キャ
リアパスポートの充
実を図る。 
○インターンシップ
は生徒理解に基づい
た割り振りや指導で
実りが大きかった。 
○生徒の活躍が個々
の進路に生かせるよ
う、企画部と連携す
ることが課題である 

 
生徒 
指導 
 

生徒指
導の徹
底 
 

基本的生活
習慣の確立 
 

○段階指導
の実施 
○遅刻の減
少 
○挨拶の励
行 
○私物管理
の徹底 

○整容面、生活
面等の指導を段
階的に指導す
る。 
○学年と生徒指
導部が協力し合
い、組織的に取
り組む。 
○毎朝、正門で
指導する。 
○生徒会のあい
さつ運動を実施
する。 

Ｂ ○整容検査後の再検
査を徹底した。 
○指導票の累積によ
る説諭や特別な指導
を実施した。職員間
で指導票の発行に偏
りがあった。 
 
○朝の登校指導で挨
拶励行や、整容指導､
遅刻者指導を実施し､
一定の効果があった｡
生徒会の関与が少な
かった。 

安全教
育の徹
底 

交通ルール
の遵守と安
全意識の高
揚 
 

○社会のル
ールや規則
等を遵守す
る指導の実
施 
○防犯意識
を高める取
組の実施 

○登校指導の実
施 
○原付講習会の
実施 
○原付バイク点
検、自転車点検
の実施 
○ヘルメットの
着用義務化 

Ｂ ○原付バイクの点検
や実技講習会を実施
した。朝の登校指導
時に個別に指導した｡
集会等で交通ルール
やマナーアップを図
った。原付バイクに
よる交通違反・マナ
ー違反があった｡ 

特別活
動の推
進 
 

生徒会活動
の充実 
 

○生徒主体
の運営 

○生徒会活動や
委員会活動を充
実させ、学校行
事を主体的に企
画運営し、活性
化を図る。 

Ｂ ○菊翔祭体育の部、
文化の部、クラスマ
ッチ等の企画・運営
を熱心に行った。生
徒会や委員会の日常
的な活動が少なかっ
た。 

部活動の推
進 
 

○部活動加
入生徒の増
加と実績の
向上 
 
 

○活動環境の整
備と学校全体と
しての取組を強
化する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ ○地域の清掃活動に
も部活動生が中心と
なり積極的に参加し
たいと考えている。
また、部活動の主将
や部長を集めてリー
ダー研修を計画し、
活動環境を整えたい｡ 
○部編成時に部活動
集会を行い、部活動
の意義を説明した。
昨年より１年生の加
入が高かったので継
続したい。全体の部



 
 
 
 
 
○部活動推進委
員会を年２回実
施し、委員から
の意見や要望を
部活動の活性化
につなげる。 

活動加入率が低いた
め、１年生向けの部
活動紹介を在校生も
聞かせ、２年次から
の加入につなげたい｡ 
○体文振の保護者代
表との連携が図れず､
開催が出来なかった｡
校内でも総務部と部
活動担当者での共通
理解や仕事の分担も
曖昧であったため、
改善が必要。 

人権教
育の推
進 

確かな
人権感
覚と人
権意識
の向上 

共通理解と
意識の高揚 
 

○週１回の
推進委員会
の実施 
○各種研修
会への積極
的な参加 

○年３回程度の
職員研修を実施
する。 
○年１回以上の
職員の各種研修
会への参加を促
す。 
○月に 1 回人
権教育便りを発
行する。 

Ｂ ○全職員 1 回以上の
各種の研修に参加し､
人権意識の向上に資
することができた。 
校内研修についても
実施形態も含め工夫
したい。 
○月に１回人権だよ
りを生徒・職員向け
に発行することがで
きた。 

教育相
談 

相談活動の
充実教育 
 

○支援体制
の確立と共
通理解 
 
〇支援を要
する生徒・
保護者への
相談体制の
整備 

○SC、SSW 及
び関係機関と連
携した生徒支援
を充実させる。 
 
 
 
 
 
○生徒支援委員
会を隔週開催し
て共通理解を図
り、支援の方向
性と役割分担を
明確化する。 
○生徒理解研修
を学期に１回実
施し、全職員の
共通理解を図
る｡ 

Ａ ○生徒の指導の一環
としての SC・SSW
面談が効果的であっ
た｡SSW には受診同
行などの継続的な関
わりをしていただい
ている｡SC には３ク
ラスの全員面談を行
っていただいた。 
○生徒支援委員会は
隔週１回で開催する
ことができた。生徒
情報共有および支援
の役割分担について
共有することができ
たが、やはり学年主
任が入るとよりスピ
ーディーな対応に繋
がるため、委員構成
の見直しが必要であ
る。 
○生徒理解のための
研修を４回実施した｡
昨年からの改善で、
２学期末に欠席・成
績不振関係の情報共
有と併せた研修がで
きた。 

他者へ
の思い
やりを
育む指
導 

生命の尊厳
並びに、思
いやりの心
の育成 
 

○多様性を
尊重し他者
への思いや
りを持たせ
る指導 
○寛容な心
の醸成と他
者に寄り添
う態度の育
成 
 
○正しい人

○学年の課題に
ついて、講師と
実態の共有を行
った上で、性に
関する教育や人
との関わり方に
ついての講話を
実施する。 
 
 
 
○正しい言葉の

Ａ ○今年度は学年別の
課題に対応した保健
講話を実施すること
ができ、事後アンケ
ートによる自己評価
での生徒の理解度は
各学年で 95%を超え
ていた。 
○１年生へは 5 月に､
SC による SOS の出
し方の教育を行っ
た。 



権感覚を身
に着けた言
葉遣いの指
導 
 

使い方につい
て、適宜集会等
で指導を行う。 
 

○年度始めに校医検
診後に、生徒からの
不適切発言があり、
翌日に全校集会を開
き、言葉の使い方に
対しての指導を行っ
た。次年度に同じよ
うなことが起こらな
いような事前指導に
もつなげたい。 

いじめ
の防止
等 

いじめ
の未然
防止 
いじめ
の把握 
 

いじめの減
少 
 

○いじめを
生まない環
境の醸成
と、人権に
配慮した被
害生徒、加
害生徒への
対応・指導 

○人権教育と連
携し講話や全校
集会等を実施す
る。 
 
 
 
 
○心のきずなを
深める取り組み
を全校生徒に実
施する。 
○クラス活動を
通して、コミュ
ニケーション能
力を高める教育
を実施する。 
○職員研修を実
施する。 

Ａ ○いじめの把握につ
いては、保護者によ
る情報提供や心のア
ンケートによるもの
もあり、その後すぐ
に小委員会などの関
係者で情報共有する
ことができた。 
○心のきずなを深め
るための標語を全校
生徒で取り組んだ。 
 
○SST の実施（１年
２回、２年２回、３
年１回）。学年全体
での LHR も行うこと
ができた。 
○情報集約担当やス
クールロイヤーによ
る職員研修を実施し
た。 

いじめが疑
われる事案
の把握の増
加 
 

○事案の把
握 

○いじめ防止ア
ンケートを各学
期１回実施し、
気になる生徒に
は速やかに面談
を行う。 
 
 
○生徒の状況を
把握するための
生徒支援委員会
を隔週１回開催
する。 
○「いじめ防止
対策委員会」を
各学期１回開催
する。 

Ａ ○各学期の心のアン
ケートは実施できた｡
面談旬間を利用し、
継続した面談も担任
の先生に行っていた
だいているが、クラ
スによる差も課題で
ある。 
○隔週１回の生徒支
援委員会は、SSW に
可能な限り出席して
いただきながら実施
できた。 
○生徒支援委員会や
小委員会などの関係
職員での情報共有や
解決に向けての役割
分担をすることがで
きた。また、各学期
のいじめ防止対策委
員会にすべての事案
を挙げて委員で協議
を行った。 

いじめ
に対す
る措置 

速やかな事
実確認とい
じめ解消に
向けた取り
組みの実施 
 
 

○職員の組
織的な対応 
○いじめ解
消に向けた
計画的な対
応 

○関係職員で聴
き取りを速やか
に実施する。 
○いじめ事案の
認知を積極的に
行う。 
○SC･SSW 等
の活用を積極的
に行う。 
○対応マニュア

Ａ ○いじめ対応マニュ
アルに沿って小委員
会を繰り返し行うな
ど対応を進めた。双
方の聴き取りについ
ても関係職員複数で
実施したが、同じ職
員が両者の聴き取り
を行うことは課題で
あり、生徒指導部と



ルの点検を行
い、活用しやす
いように改善す
る。 

の連携は不可欠であ
る。 
○SC・SSW へも情
報共有し、必要時に
は会議に入ってもら
い助言をいただい
た。 

人権に配慮
した被害生
徒・加害生
徒への対
応・指導 
 

○被害生徒
の立場に立
ち、加害生
徒への適切
な対応をと
る 
○両者に対
し寄り添い
ながら、継
続した見守
りと関係改
善に向けた
対応 

○加害生徒及び
関係した生徒の
指導を適切に行
う。 
○早期に保護者
との連携を円滑
に行うとともに
人権に配慮した
対応を行う。 

Ａ ○被害生徒の側によ
り沿った対応を心掛
けながらも、加害側
とされる生徒にも指
導と並行してカウン
セリング等を実施し
ながらの対応を心掛
けた。 
○いじめ解消に至る
までの生徒間の見守
りについては全職員
に周知し、担任に面
談確認を依頼してい
る。 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙな
ど) 
 
 

総合型
コミュ
ニティ
ースク
ールの
充実 
 

地域や関係
機関との連
携 
 

○行政機関
や地域、関
係機関との
連携強化 

○関係機関と連
携し､本校の教
育活動を充実さ
せる。 
 
 
 
 
 
 
 
○学校運営協議
会を通じて本校
の課題と改善策
を見いだす。 

Ｂ ○地元自治体や関係
機関、大学等と連携
し、探究活動等にお
いて、教育活動を充
実させることができ
た。また、DX ハイス
クールの活動につい
ても３大学と連携し
専門的な指導助言等
を受け、活動を深化
することができた。 
○年に 2 回学校運営
協議会を開催し、本
校の実情の確認と課
題について協議を行
うことにしている。
課題解決に向けた提
言等もいただいた。 

防災教育の
充実 
 

○生徒と職
員の防災・
減災に対す
る意識の向
上とそれに
関する基本
的な知識の
獲得 

○防災訓練を実
施する。 
 
 
 
 
 
 
 
○防災啓発の掲
示物を作成す
る｡ 
 
 
○外部講師・地
域と連携した防
災教育を行う。 

Ｂ ○地震・火災時の避
難訓練を実施するこ
とができた。生徒へ
の周知と職員の防災
への意識を高める取
組に工夫が必要であ
る。次年度は、職員
向けの研修の企画を
考えたい。 
○防災啓発の掲示物
については、作成で
きなかった。次年度
は、教科と連携する
ことを考えたい。 
○外部講師を招くこ
とはできなかったが､
菊池北消防署を招い
て、訓練を行うこと
ができた。 

ボラン
ティア
活動の
推進 

心豊かな生
徒の育成 
 

○ボランテ
ィア活動の
活性化 

○生徒会主催ボ
ランティアを実
施する。 
 
○市や地域と連
携し､諸活動に

Ａ ○生徒会主催による
清掃ボランティアで
は例年より意欲的に
清掃していた。 
○生徒会が主となっ
て地域のボランティ



参加する。 
○ボランティア
委員会の設置及
び活動促進。 

アに参加した。 
○生徒会担当職員が
ボランティアの窓口
となった。 
○上記以外にも対外
的なボランティアに
ついては企画部が担
当した。 

学校理
解 
 

学校理解に
向けた活動
の推進 
 

○本校から
地域への協
力と本校学
校行事への
協力要請 
○学校行事
への育友会
協力のため
の連携充実 
 
 
 
○本校の学
校行事や教
育活動の情
報発信 

○地域から要請
される清掃活動
等へ積極的に協
力する。 
○育友会活動が
円滑にできるよ
うに協力する。 
○育友会関連行
事への保護者参
加の増加を図る
ため、役員会を
充実させる。 
○育友会広報誌
「大椋」での学
校行事紹介や活
動報告の充実を
図る。 
○学校 HP での
情報発信や、保
護者にすぐーる
で情報発信を行
う。 

Ｂ ○早めの情報提供、
出欠の集約など組織
的に対応することが
できなかった。他の
部のとの連携が必要
である。一人一役で
一度も参加されない
保護者への呼びかけ
等が継続課題である｡ 
 
 
 
○各学期、広報委員
会の活動が充実し、
計画的に育友会広報
誌「大椋」を発行す
ることができたが、
保護者・職員の一部
の負担増加が課題で
ある。 
 

 
４ 学校関係者評価 
・「本校に入学してよかったと思っている」の項目が、生徒、保護者共に８割を超えているのは、

とても良いことだと思う。このことを前面に出し、生徒も職員も自信をもって教育活動に取り組
んでほしい。 

・アンケートで「いじめ」については、約３０％の方が否定的な意見がある。大部分が肯定的と説
明され評価されていたが、３割の生徒が問題があると回答していることが問題である。先生と生
徒に乖離があるのではないか。極力１００％に近づけるべきである。 

・アンケートで、生徒、保護者とも学校への満足度が高い結果が出ているのは素晴らしいと思う。 
・志望につながる中学生との関わりをもっと増やしていけばよりよくなるのではないか。 
・先生方の様々な努力があり、評価につながっていると感じた。 
・詳細な評価項目において、数値評価による可視化が図られていると思う。 
・先生方の御努力に感謝を申し上げます。今年度の学校評価については、生徒・先生方で学校を作

り上げていく中で、学校外の力を取り入れながらよりよい学校づくりに取り組むのは大変だと思
う。もっと学校運営委員に気軽に声かけしていただき、活用してほしい。 

・学校運営委員は協力的かとか、役に立っているか、などの項目があってもよい。 
・生徒と一緒に取り組まれていることがわかった。 
・入学生徒が多ければもっと活性化すると思う。 
・卒業生のＯＢもたくさんいるので、その活用を考えてみたらどうか。 
・評価項目の数値の高いものと低いものをどうすれば改善できるのか、生徒と一緒に考えると、ど

んなことに取り組むと良いのか、アイディアが出ると思う。「教育」「生徒」が主語ではなく、
「教師」が主語のように説明を聞いて感じた。自主性を高めるためにも生徒の意見を取り入れら
れるような生徒参画の企画をしてはどうか。 

・生徒、保護者ともに学校への信頼感が高いことに安心した。生徒の学校への帰属意識を高める取
組をさらに進めてほしい。 

 
５ 総合評価 
・職員の取り組みや苦労がよく分かった。 
・各部とも試行錯誤しながら意欲的に取り組んでいることがわかる。各部それぞれ成果がでてきて

いる。各部の取り組みを、もっと学校外に発信していただいたらよいと思う。また、成果をさら
に伸ばすように取り組みを継続し、さらなる活性化を期待している。 

・基礎学力、コミュニケーションに課題がある。具体的にどんな力が不足しているのか分析して、
中学校と連携して、高校だけでなく小中高連携して取り組んでほしい。 

・小中学校の授業は、対話を重視するようなスタイルが主となっているので、生徒が先生の話を１



時間聴いて学ぶことに苦手意識が出ると思う。非認知能力を高める取組を、ある中学校では研究
されている。その成果として学校授業は好き楽しいという数値が上がったり、不登校性が昨年よ
り２０名も減少したりしたと聞いている。生徒が退屈しない取り組みが必要である。 

・生徒指導上の不適切行や犯罪、若しくは犯罪につながる重大行為など、生徒に対して法令順守等
を徹底して指導するとともに、社会人として立派に活躍できる生徒を育成していきたい。 

・生徒指導については、先生と生徒・保護者のイタチごっこにならないようによく話し合いながら
進めるとよいのではないか。 

・就職希望の生徒も半数程いるので、希望があれば商工会員の職場体験等もできるようにしたい。 
・進路ガイダンスについては、消防本部も優秀な人材確保のために積極的に取り組んでいる。今後

も恒久的に開催し、協力していきたい。 
・出願者を増やす取組として、受験生にもっとアピールが必要である。 
・進路指導については、まず全員進学を目指して勉強を始めて教養を身に付けさせていきたい。 
・コミュニケーションスキルの向上は必要不可欠な課題ある。 
・明るくて友達が多いというより、人との意思疎通がきちんとできる人材を育ててほしい。 
・ＳＮＳによる情報発信も大切である。Facebookやインスタの作成も、ＤＸハイスクールの事業

の中でも学習内容に取り入れ、ＳＮＳの危うさについて、生徒が学べる機会をつくってはどうか
。 

・総務部としてチーム菊池を充実し、実のあるものにしていく。 
・企画部の取組として、活動範囲を菊池市街地からもっと出て菊池全域に広げてほしい。 
・「心身サポート部」という新しい分掌の公務化、適時性を得ている取り組みである。各部先生方

の頑張りに期待している。 
・商業科は即戦力の資格が取れるという一定の人気がある。資格取得にもっと力を入れたい。 
・商業科の活動として実践的な活動を期待している。商業科の取組や生徒の活動が目に見える形に

し、入学者増につなげたい。 
 

６ 次年度への課題・改善方策 
・菊池高校の良さや成果をもっとアピールする必要があると思う。そのような場を設定することに

より、コミュニケーション力や自己肯定感が高まることにより、就職、進学の良い結果につなが
るはずである。 

・中学校の連携をさらに進めてほしい。先ずは、教職員同士が交流することが一番ではないかと思
うので、授業参観や授業や生徒指導等で話し合う場を設定されたほうが良いのではないか。 

・全体的に発信力が弱いと思う。マスコミ等に積極的に情報を発信し、魅力化につなげたい。 
・自転車のヘルメット着用が徹底されてない。命に関わることでもあるので、指導を徹底したい。 
・ＤＸハイスクールの取り組みはとても素晴らしいと思う。専門分野を学習できれば、これからの

社会に対応した人材育成につながると思う。 
・商業科は、全員簿記３級合格して卒業するくらいの意識が欲しい。 
・現代における学校教育は多事多様で、教育の成果はその時の結果論だけで判断しては良くないと

思慮する。何が正解かは、数十年後に受けた教育により、社会貢献できる人材を育む事だと考え
る。いろんな見方による取り組みを行われても良いと思う。 

・入学希望者の減少の理由をイベントや菊池高校の特色ある取り組みが原因ではなく、授業のあり
方ではないか。今の子供たちは、ＡＩの進化による学ぶことのとらえ方が大人と違うと感じてい
る。知識の習得よりも非認知能力を上げる高校に魅力を感じると思う。授業で寝ている生徒は、
その原因は生徒ではなく、寝てしまいたくなる授業（教師がしゃべりすぎ）が原因だと思う。腰
をすえてもう一度授業を大切にする先生と生徒が増えるように期待している。 

・公立・私立の垣根が低くなって生徒募集の競争が激しくなっていくことが予想されるので、菊池
高校教育の魅力発信にさらなる工夫と創意を期待している。 

 

 

 

 

 


